
 

 

 

 

記者発表資料 

平成19年7月2日 

東北地方整備局 

総合評価における「評価項目の見直し」を行います！ 
～「評価項目の一部追加」と「配点の一部見直し」を７月１日以降公告から実施～ 

 東北地方整備局が発注する工事については、平成１８年度から一般競争入
札・総合評価落札方式を原則全ての工事に適用しているところです。 
 その総合評価における評価項目等については、これまでも適宜見直しを図っ
てきたところですが、７月１日以降に公告する工事から、工事における「新技術
活用の取り組み」と、配置予定技術者の「継続教育の取り組み」に関する項目を
新たに加えて評価することし、また、「災害協定に基づく活動実績」に関する配
点を見直しすることとしました。 

○ 総合評価における「評価項目の追加」の詳細は、以下のとおりで
す。 
  （１）新技術活用の取り組み 
    「企業及び技術者の技術力」に、『当該工事における新技術活用の取り組
みの有無』を追加。 
       ［配点］ ・「有用な新技術」を活用 ２点 
             ・ＮＥＴＩＳ＊（評価情報）技術を活用  １点 
                 ＊「ＮＥＴＩＳ」は、新技術情報提供システムの略称 
    （２）継続教育の取り組み 
       「企業及び技術者の技術力」に、『継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況』を追
加。 
         ［配点］ ・継続教育（推奨単位以上取得）の証明有り ２点 
                          ・継続教育（推奨単位の３分の２以上取得）の証明有り １点 
 
○ 総合評価における「配点の見直し」の詳細は、以下のとおりです。 
  （１）災害協定に基づく活動実績 
       「企業の社会性・信頼性」の『災害協定に基づく活動実績の有無』において、
これまでは、「活動実績有り」または「（過去に災害発生が無い場合の）災害協定
の締結有り」をいずれも２点で評価していたところを、今回、それぞれに区分し配
点を見直し。 
                  ［配点］ ・活動実績有り ４点 
                 ・災害協定の締結有り ２点 
 
           〈発表記者会：東北専門記者会〉 
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